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9 月29日， 京都大学構内遺跡調査会 （会長， 亀
井節夫理学部教授） は， 北部構内における理学部














ロ． 掛では， 引換えに， ステッカーをお渡し
します。
ハ． 手続き期聞は， 原則として昭和5 3年10月
16日から10月31日までとします。
ニ. 11月 1 日以降新規に必要となった方は，
その都度掛まで届出下さい。
(3) ステッカーの掲示












当 の掛は， 部局ごとに， あらかじめ掲示等
で知らせます）
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桜島火山は， 文明 （1471～78年） ， 安永(1779






















等について明らかとなりつつある。 ま た， こ の




激化するなかで， 第 l次火山噴火予知研究 5 か年















装置が施されている。 また， 観測装置として， 島
内外の 8 点に各種の検知装置を配置し， 公社専用
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線あるいは無線によりデータを伝送し， 新本館に
おいて集中記録している （中城火山観測用データ



















米国スタンフォード線 F. J. Gilm an 型加速器センター教授
フレーパー力学
西独ウッベノレターノレ大 H. Fritzsch 学教授
中性カレントの現状とゲージ模型
米国カリフォノレニア大 J. J. Sak r i 学ロサ‘ノセルス校教授





なっている。なお， 当観測所の定員は， 教授 1 .




教授 D. J. Gross 
場の晶子論でのトンネル効果
米国ニューヨーク市立 B. Saki ta 大学教授
ニュートリノの実験
西独ドノレトムソト大学 K. Klei nknecht 教授
電子・ 陽電子反応
西 独ハソフツレグ大 学




米国フエノレミ国立加速 T. Yam anouchi 器研究所教授
日本での電子・ 陽子衝突ビーム計画
総 括
要議長ギ一物理学研木 村 嘉 孝
イスラエノレ国ワイズマ
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表1 急死原因の鶴宮別発生銀度 (%) 
＼＼ 死 因 心臓およ
血
管
呼 i扶童 そ、 !JI! 君告 の＼＼ 



















， 他入院患者） 59.6 5.0 18.9 5.0 11.5 
越 水 55.0 18.0 1 7.2 6.5 2.6 
G. Hausen 4.0 25 15 10 10 
日常しばしば経験される内因性急死の原因は，
















心筋梗塞， 心破裂， 心筋炎， 心筋変性などの組織
的変化を認める場合のほかに， 死因となるほどの




































































- 5一 829 
No. 165 京 大 広 報
；”•＜＞州申．’lゆ’II•
z く随 想＞ くら重要な輿味のある問題があつても， 研究に0－ 
6 花山天文台の50年 必要なだけの望遠鏡や装置が 買ってもらえなけ jれば研究の自由も何もあったものではない。戦 1； 宮本 正 太郎 前 加 え 一万 阿 古望遠鏡では 時代の i先端をゆく研究観測は出来るわけがない， 文部 1
0 百万遍の一帯が次第に住宅 ... ‘ 省は貧乏だし， 天文台を経 済的に支援してくれ i
i地となり， 夜の空が明るくな �司・h る民閉会社もある筈がなかった。 。i ってきたので， それまで本部 ・ ±； 『 戦時中仰で配給料りにゆくのが大変 iII.ti'’きr .1；「 、 、ーミ構内にあった天文台が山科の ・RずJ·� なエ不Jレキ の消耗であったし，非常時にのん A
2 「花山」山に引越したのは昭 ・tt:.:I• びり星を見ているということが知れると， どこ x 
O和四年のことであった。 来年 司官‘乞 . からお叱をうけるかも知れないので小さくなっ � 
j で丁度5胤半世紀を経たこ 可 ， ， ていた。 終戦後， 天文台も一時は米兵の宿舎に i
i とになる。花山天文台は京都の市内からは見え なっていたことがある。こうした時代を経て， ？ 
？ ないが，山科から西を見ると，清水山の手前の低 戦後天文台の復興をどのようにしたらよいか悩d
iい丘の上に丸屋根と本館がよく見える。 今でこ んだものである。
2そ古くなってしまったが， 昔は緑の丘の上に銀 この時代の天文学は字宙空間， 恒星の研究が ！i 色に輝くドームと白亜の本館が美しかった。初 主 流で， そのためには大望遠鏡を用いて恒星の i
b代の台長は故山本一清先生， 現在天文台の主力 スペク 卜Jレを観測しなければならない。 これは 2
5 は新設の飛担天文台に移ってしまったが， 今な 花山の望遠鏡では出来ることではなかった。小 ii お地 道な観測活動をつづけている。新設当時， さい機械で出来ることといえば， 太腸の観測と 2 i 建物の費用は二十万円， ドームの中にある口径 か， 月や惑星の地質， 気象の観測研究ぐらいで5
� 30センチの屈折望遠鏡は， イギリスから購入し ある。しかも， この方面は天文学界で無視され i
？た中古品で， 一万円だったときいている。 ていた分野であった。我々は学生時代に習わな ；
0 昭和のはじめ頃， 山科盆地 にはまだほとんど かった地 質学や岩石学， 気象学の勉強からはじ 3
i 家がなく， 夜の空は暗くて天の河が美しく眺め めて太陽と惑星の研究に取組み， 何とか研究業2
2られた。私共は， 入学するとすぐ山本先生のお 績をあげるよう努力をつづけた。 Q 
i 許しを得て天文台に寝 泊し， 夜は望遠鏡をのぞ ところで，195 7年秋になって人工衛星スプ－ 2 
； き， 夜が明けると山をおりて吉田の教室にゆき トニyクl号が打上げられ， 世は字宙時代に移 5
2 講義をきいて夕方また山に帰るという生活を繰 っていった。これまで専門家の無視してきた月. x 
f返していた。 毎日こんなことをしていては体が 惑星の研究が急に脚光をあびることとなった0 � 
5 もたないのであるが， 幸か不幸か京都は天気の 正直のところ， 花山の我々は先見の明があって l
j あまり良くない土地で， 空が辺り， ゆっくり休 感星 の研究 をしてきたわけで与はないのである i
fみのとれる日もあったので何とか卒業出来たよ が， 大いに新しい時代を歓迎したことは事実でd
� うである。大学紛争の頃， ある外国からの客が ある。 アポロ字宙船が飛行士をのせて月に飛びb
Z やってきて， 天文台の連中はなぜ騒がなかった 立つ前の準備時代， 花山天文台も惑星研究専門 zi のかときかれたことがあった。私が， 天文台の の天文台として国 際的に月世界地 図の製作に協 ！
。者は夜が忙しく， おひるはスリーピーだから， 力した。 この時には無給の大学院研究生が月面 Z
iと答えたので大笑となったのだが， 我々にとっ 観測に献身的に働いてくれた。 ？ 
i てこれは実感であった。 新設の飛騨天文台には花山よりも大きい望遠q
x 天文台は大学の数ある研究所のなかでも特殊 鏡が備えつけられ， 火星や金星の観測を重点的 j
lな存在であるらし し 、。 古くは滝 川 事件以来， 大 に行っている。アポロ以後の新しい惑星探査に i
f 学の自治， 研究の自由が問題になっていたが， 歩調をあわせて今後活躍をつづけるであろうo i 






















の組織は， i ） 超高温プラズマ制御， ii） 超高温




























ANO DATA PROCESSING 
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時聞は 数十ミリ秒である 。 ちなみに， 将来の核融
合炉心プラズマは温度1億度， プラズマ密度×閉
じ込め時聞が 1014立方センチメー トル・秒程度と




マの 生成と 閉じ込めの 実験を 行なうことによっ
て， 核融合炉として優れた性質をもっへリオ トロ
ン装置の中でのプラズマの閉じ込めの基本的諸特
性が解明される ものと期待している 。更に， 我国
における 数少ない本格的核融合 実験計画としての




研究棟は 現在， 字治構内西北端に建 設中であり，
昭和54年中には竣工の予定である 。
（へリオ トロン核融合 研究センター）
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回 総
( 1978年9月1日～9月30日）
















22日 中国科学院代表団団長 周 培源氏外9名来
A比寸〕
。 中国科学院高IJ院長， 北京大学長j凋 培源氏
数理解析研究所で講演
25日 ケニヤ国教育省次官補Joseph Henry 
Wairagu氏， 同技術教育担当課長Enan 
Ayub Wangai氏および同国農業省人材開発
担当課長George Oliver Ogola氏釆学
26日 創立70周年記念後援会助成金選考委員会
28日 学位授与式
昭和53年10月16日から10月31日 までに
(11月1日以降新規に必要となった方はその都度届け出てくださし、）
一詳しくは，本文2ベージ参照一
- 8一
